
萩
野
敏
則
氏
は
、
阿
南
市
農

業
委
員
会
の
代
表
と
し
て
、
平

成
７
年
６
月
か
ら
平
成
８
年
６

月
ま
で
の
１
期
１
年
間
、
及
び

平
成
18
年
６
月
か
ら
26
年
８
月

ま
で
の
８
年
間
は
徳
島
県
農
業

会
議
の
常
任
会
議
員
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26
年

８
月
か
ら
現
在
ま
で
の
４
年
間

は
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
永

き
に
わ
た
り
農
業
会
議
の
運
営

と
事
業
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
間
、
地
元
で
は

水
稲
を
主
体
と
す
る
農
業
経
営

を
営
み
な
が
ら
、
稲
作
農
家
の

経
営
安
定
や
土
地
改
良
事
業
へ

の
貢
献
を
は
じ
め
、
地
域
農
業

の
振
興
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
阿
南
市
農
業
委

員
会
会
長
と
し
て
、
地
域
農
業

の
「
未
来
の
設
計
図
」
と
な
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
・

見
直
し
や
、
地
元
説
明
会
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

「
徳
島
県
農
地
中
間
管
理
機
構
」

を
通
じ
た
農
地
の
利
用
集
積
を

強
力
に
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

農
地
の
利
用
集
積
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
農
業
委
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
地
元
説
明
会
の

開
催
は
も
と
よ
り
、
熱
心
な
戸

別
訪
問
活
動
を
重
ね
な
が
ら
、

阿
南
市
が
、
県
下
に
お
け
る
農

地
の
利
用
集
積
実
績
の
約
５
割

を
占
め
る
な
ど
、
顕
著
な
功
績

を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
農
業
委
員
を
中
心

と
し
た
「
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
」
の
取
り
組
み
は
、

他
地
域
の
模
範
と
な
り
、
そ
の

功
労
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
農
業
後
継
者
対
策
に

つ
い
て
も
、
「
し
あ
わ
せ
ネ
ッ

ト
・
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
」
の
活
動
を
通

じ
て
、
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
に
成

果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
「
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か
し

た
農
業
委
員
会
活
動
が
活
力
あ

る
農
村
社
会
の
実
現
に
欠
か
せ

な
い
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、

女
性
農
業
委
員
の
登
用
に
も
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

萩
野
敏
則
氏
は
、
今
後
も
た

く
さ
ん
の
人
を
巻
き
込
み
な
が

ら
、
現
状
維
持
で
は
な
く
、
常

に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
情

熱
と
夢
を
持
っ
て
、
全
力
で
地

域
農
業
に
貢
献
し
た
い
と
強
い

意
欲
を
見
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

健
康
に
留
意
さ
れ
、
奥
様
と

の
二
人
三
脚
で
、
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
は
、
奥
様
と
受
章
式
典

に
出
席
し
て

（
Ｋ
・
Ｍ
）
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主

な

内

容

一

春
の
叙
勲

旭
日
単
光
章
を
受
章

萩
野
敏
則
氏･

･
･
･

１

二

農
地
法
の
運
用
の
一
部
改
正･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

２

三

平
成
30
年
度
徳
島
県
農
業
会
議
事
業
計
画･

･
･
･
･
･
･
･

３

四

と
く
し
ま
就
農
ス
タ
ー
ト
研
修
／
農
の
雇
用
事
業･

･

４

五

金
融
公
庫
の
お
知
ら
せ
／
女
性
農
業
委
員
を
紹
介･

･

５

六

徳
島
県
農
業
会
議
等
の
行
事
予
定･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

６

あ
ぜ
道
の
声

▽
本
県
で
は
今
年
の
８
月
で
、
い

よ
い
よ
す
べ
て
の
農
業
委
員
会
が

新
体
制
に
移
行
し
ま
す
。

▽
一
方
、
本
県
の
農
業
の
現
状

は
、
農
業
就
業
者
は
こ
こ
10
年
で

３
割
減
少
、
75
歳
以
上
が
３
割

を
超
え
、
後
継
者
が
い
な
い
販
売

農
家
が
約
47
％
と
な
る
な
ど
、

危
機
的
状
況
に
あ
り
、
今
後
、

高
齢
農
家
の
リ
タ
イ
ア
に
よ
り

農
地
の
遊
休
化
が
一
層
進
む
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
５
年
先
、
10

年
先
を
見
据
え
、
農
業
委
員
会

組
織
を
挙
げ
て
真
剣
に
取
り
組

む
べ
き
重
要
課
題
で
す
。

▽
そ
の
た
め
、
本
県
で
も

農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
毎
月
戸
別
訪
問
し
、
農

地
の
出
し
手
と
受
け
手
の
意
向

を
掘
り
起
こ
し
、
１
年
間
に
１
人

１
筆
以
上
の
農
地
集
積
・
集
約

化
を
図
る
「
と
く
し
ま
農
地
利

用
最
適
化
推
進
１
・
１
・
１
運
動
」

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

▽
農
業
委
員
会
改
革
の
真
価
が

問
わ
れ
る
今
、
こ
う
し
た
運
動

を
通
じ
て
活
性
化
を
図
り
、
委

員
１
人
１
人
の
意
識
と
行
動
を

見
直
す
改
革
の
総
仕
上
げ
の
年
、

ま
さ
に
「
画
竜
点
睛
の
年
」
に
で

き
れ
ば
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｍ
）

２
０
１
８
年
春
の
叙
勲

旭
日
単
光
章
を
受
章

阿
南
市
農
業
委
員
会
会
長

萩
野
敏
則
氏
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こ
れ
ま
で
、
農
業
委
員
会
の

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
町
村
が

行
う
荒
廃
調
査
の
発
生
状
況
に

関
す
る
調
査
の
実
施
後
、
調
査

結
果
を
報
告
す
る
会
議
を
開
催

し
、
後
日
改
め
て
農
業
委
員
会

の
総
会
等
で
、
既
に
森
林
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
農
地
等
、
農

業
上
の
利
用
が
見
込
ま
れ
な
い

農
地
に
つ
い
て
「
農
地
に
該
当

し
な
い
旨
の
判
断
」
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
手
続

き
に
要
す
る
手
間
や
時
間
を
省

く
た
め
「
総
会
又
は
部
会
の
議

決
」
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
で
「
非

農
地
判
断
」
す
る
に
あ
た
っ
て

現
場
で
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
考

え
方
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
１

所
有
者
の
意
向
に
関
わ

ら
ず
農
業
委
員
会
が
一
方
的
に

非
農
地
判
断
す
る
こ
と

Ａ
１

非
農
地
判
断
は
所
有
者

の
意
向
で
判
断
す
る
も
の
で
は

な
く
、
農
業
委
員
会
が
土
地
の

現
況
を
客
観
的
に
見
て
判
断
す

る
こ
と
。

Ｑ
２

将
来
的
に
農
地
と
し
て
再

生
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て

Ａ
２

農
業
的
利
用
を
図
る
た

め
の
具
体
的
な
基
盤
整
備
事
業

等
の
実
施
が
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
な
い
場
合
や
農
振
法
の
規

定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
る
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
い

て
基
盤
整
備
等
の
対
象
地
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

農
地
と
し
て
再
生
さ
れ
る
可
能

性
が
な
い
も
の
と
判
断
す
る
こ

と
。

Ｑ
３

農
業
振
興
地
域
や
農
用

地
区
域
内
に
あ
る
土
地
は
、
農

業
振
興
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、

た
と
え
森
林
の
様
相
を
呈
し
て

い
て
も
非
農
地
判
断
で
き
な
い

Ａ
３
「
農
業
振
興
地
域
制
度
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お

い
て
、
農
用
地
区
域
内
の
農
用

地
区
域
内
の
農
地
で
あ
っ
て
も

非
農
地
判
断
さ
れ
得
る
こ
と
を

前
提
に
、
留
意
事
項
が
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
用
地

区
域
内
で
あ
っ
て
も
非
農
地
判

断
は
で
き
る
。
ま
た
、
非
農
地

判
断
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
一
体
的
な
土
地
利
用
に
支

障
を
及
ぼ
し
た
り
周
辺
の
農
業

生
産
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

は
、
農
用
地
区
域
内
に
残
置
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
非
農

地
判
断
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
て

も
、
必
ず
し
も
農
用
地
区
域
内

か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
非
農
地

判
断
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
て
も
、

開
発
行
為
の
制
限
の
対
象
と
な

る
こ
と
か
ら
、
す
べ
か
ら
く
開

発
行
為
が
可
能
と
な
る
も
の
で

は
な
い
。

「
農
業
経
営
相
談
所
」
が

開
設経

営
意
欲
の
あ
る
農
業
者
の

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
農
業
経

営
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
農
業

経
営
の
法
人
化
や
経
営
規
模
の

拡
大
、
円
滑
な
経
営
継
承
等
の

多
様
な
経
営
課
題
に
対
し
、
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
支
援

す
る
「
農
業
経
営
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
が
本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、

本
県
に
お
い
て
も
事
業
実
施

の
中
心
と
な
る
「
農
業
経
営
相

談
所
」
が
徳
島
県
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会(

農
業
会
議

が
事
務
局)

内
に
６
月
下
旬
に

開
設
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
県

内
各
地
域
の
担
い
手
を
中
心
に

専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
や
経

営
診
断
等
が
無
料
で
行
わ
れ
、

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
に
向

け
た
新
た
な
取
組
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
詳
し
く
は
折
り
込
み

チ
ラ
シ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

（
田
中

智
）

農
地
法
の
運
用
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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１

農
業
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト

活
動
の
強
化

農
業
会
議
は
農
業
委
員
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
構
と
し
て
農
業
委

員
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し
、

農
地
利
用
最
適
化
の
起
点
と
な

る
農
業
委
員
会
に
お
け
る
「
農

地
利
用
最
適
化
指
針
」
の
策
定

と
「
年
度
計
画
」
の
作
成
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
戸
別
訪
問

等
を
通
じ
て
農
地
所
有
者
の
利

用
意
向
確
認
す
る
「
と
く
し
ま

農
地
利
用
最
適
化
推
進
１
・
１
・

１
運
動
」
を
提
唱
し
、
農
地
中

間
管
理
機
構
と
連
携
し
な
が
ら

担
い
手
に
対
す
る
農
地
の
利
用

集
積
・
集
約
化
の
加
速
化
を
図

り
ま
す
。

２

農
地
法
等
の
法
令
に
基
づ

く
業
務
の
実
施

農
地
法
等
の
法
令
に
基
づ
く

事
項
を
処
理
す
る
た
め
常
設
審

議
委
員
会
を
毎
月
開
催
し
、
適

正
な
事
務
処
理
を
行
い
ま
す
。

３

農
政
活
動
事
業

農
業
委
員
会
等
を
通
じ
て
、

農
業
・
農
村
現
場
の
声
を
く
み

上
げ
集
約
し
、
農
地
利
用
の
最

適
化
推
進
施
策
の
改
善
に
関
す

る
意
見
や
農
政
課
題
に
対
す
る

政
策
提
案
を
「
平
成
31
年
度
徳

島
県
重
点
農
業
施
策
に
関
す
る

政
策
提
案
」
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

４

機
構
集
積
支
援
事
業

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
具
体
的
な
活
動
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
農
業
委
員

会
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
農

業
委
員
等
が
地
域
農
業
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
ら
れ
る
よ

う
研
修
内
容
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

５

農
業
者
年
金
業
務
指
導
事

業
経
営
継
承
等
の
相
談
な
ど
農

業
者
年
金
受
給
に
向
け
た
円
滑

な
推
進
を
図
る
た
め
、
農
業
委

員
会
に
年
金
業
務
の
指
導
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
加
入
者

を
確
保
す
る
た
め
、
各
市
町
村

に
加
入
推
進
部
長
を
設
置
し
、

戸
別
訪
問
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
特
別
研
修
会
や
巡
回
指

導
を
実
施
し
ま
す
。

６

農
の
雇
用
事
業

農
業
法
人
等
が
新
規
就
業
者

を
新
た
に
正
社
員
と
し
て
雇
用

し
、
就
農
に
必
要
な
技
術
・
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
さ
せ
る

た
め
の
実
践
的
な
研
修
（
Ｏ
Ｊ

Ｔ
研
修
）
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
分
野
に
お
け
る
雇

用
の
確
保
と
こ
れ
か
ら
の
農
業

の
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

７

新
規
就
農
等
相
談
活
動
事

業
新
規
就
農
希
望
者
に
「
雇
用

に
よ
る
就
農
」
を
通
じ
て
農
業

技
術
・
知
識
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
た
め
、
農
業
法
人
等
へ
の

就
業
を
希
望
す
る
者
と
農
業
法

人
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

と
と
も
に
、
新
規
就
農
希
望
者

に
情
報
提
供
・
相
談
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

８

情
報
提
供
推
進
事
業

全
国
農
業
新
聞
の
普
及
・
拡

張
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農

地
の
利
用
集
積
の
促
進
、
担
い

手
の
育
成
・
確
保
を
加
速
化
さ

せ
る
た
め
、
全
国
農
業
図
書
の

普
及
推
進
に
努
め
ま
す
。

９

と
く
し
ま
就
農
ス
タ
ー
ト

研
修
・
阿
波
市
ス
タ
ー
ト
研
修

事
業
等

新
た
に
農
業
を
始
め
る
者
が

円
滑
に
就
農
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
新
規
就
農
者
と
先
進

農
家
や
農
業
法
人
等
の
受
入
農

業
経
営
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
短
期
間

の
雇
用
を
通
じ
た
実
践
研
修
に

取
り
組
む
機
会
を
提
供
し
、
研

修
期
間
中
の
雇
用
に
つ
い
て
研

修
費
支
援
を
行
い
ま
す
。

10

持
続
可
能
な
農
業
づ
く
り

対
策
事
業

農
作
業
安
全
講
習
会
を
開
催

し
、
農
作
業
事
故
の
要
因
や
そ

れ
に
基
づ
く
安
全
対
策
に
つ
い

て
周
知
徹
底
を
図
り
、
農
作
業

事
故
を
防
止
し
ま
す
。

11

高
次
Ｇ
Ａ
Ｐ
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
支
援
事
業

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
等

の
高
次
元
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得

を
目
指
す
と
く
し
ま
安
２
（
あ

ん
あ
ん
）
農
産
物
認
定
生
産
者

等
に
対
し
、
専
門
家
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
等
を
派
遣
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
次
元
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の

取
り
組
み
及
び
認
証
取
得
を
支

援
し
ま
す
。

（
田
中

智
）

平
成
30
年
度
徳
島
県
農
業

会
議
の
事
務
局
体
制

◇
事
務
局
長

村
上
公
治
（
新
任
）

◇
事
務
局
次
長

田
中

智

◇
参
与

丸
山
友
良
（
再
任
）

◇
業
務
指
導
課
長

山
田
真
也
（
新
任
）

◇
安
全
安
心
農
業
推
進
員

浦
上
好
博
（
再
任
）

◇
主
任

安
芸
卓
生

◇
主
事

笹
賀

圭

永
松
知
子

◇
就
農
推
進
員

藪
内
和
男
（
再
任
）

◇
臨
時
職
員

斎
藤

歩

下
窪
里
美
（
新
任
）

※
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

平
成
30
年
度
農
業
会
議
事
業
計
画

徳
島
県
農
業
会
議
は
、
平
成
30
年
３
月
14
日
に
理
事
会
を
開
催

し
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。
主
な
事
業
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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▽
と
く
し
ま
就
農
ス
タ
ー
ト
研
修

事
業
は
、
県
の
委
託
を
受
け
、
平
成

27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
事
業
実
績
は
27
年
度
が
61
名

（
内
県
外
出
身
者
20
名
）
、
28
年
度

が
57
名
（
内
県
外
出
身
者
17
名
）
、

29
年
度
が
48
名
（
内
県
外
出
身
者

12
名
）
の
研
修
生
（
新
規
就
農
者
）

が
県
内
の
農
業
経
営
体
で
働
き
な

が
ら
農
業
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

▽
研
修
終
了
後
は
、
多
く
の
研
修

生
が
農
業
経
営
体
で
継
続
し
て
雇

用
さ
れ
、
な
か
に
は
独
立
し
て
農
業

経
営
を
開
始
し
た
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
を
実
施
し
た
後
に
、

上
記
の
「
農
の
雇
用
事
業
」
に
移
行

で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
研
修
終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
研
修
生
か
ら
は
「
こ

の
研
修
に
よ
り
、
農
業
の
技
術
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
も
し
ろ
さ
や
苦

労
な
ど
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
じ
っ
く

り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」
、

受
入
経
営
体
か
ら
「
新
規
採
用
時

に
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
最
初
に
ど

れ
だ
け
丁
寧
に
指
導
で
き
る
か
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
お
か
げ

で
、
ゆ
っ
く
り
研
修
生
の
特
性
を
見

な
が
ら
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

（
安
芸
卓
生
）

「とくしま就農スタート研修事業」受入経営体・研修生募集中

「農の雇用事業」のご案内



土
井
君
江
さ
ん
（
67
歳
）

「
私
は
仕
立
屋
の
町
人
の
家
系
だ
っ

た
の
で
、
お
嫁
に
行
く
ま
で
農
業
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
就
農
当
初
は
、
農
作
業
の

道
具
一
つ
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

農
業
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
、
知
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
本
当
に
楽

し
か
っ
た
で
す
」
と
語
る
の
は
、
阿

波
市
農
業
委
員
（
１
期
目
）
の
土
井

君
江
さ
ん
。

土
井
さ
ん
は
、
夫
が
建
設
会
社
を

営
ん
で
い
る
兼
業
農
家
で
、
水
稲
を

１
㌶
、
レ
タ
ス
を
65
㌃
栽
培
し
て
い

ま
す
。
農
作
業
は
基
本
的
に
君
枝
さ

ん
１
人
で
行
い
、
レ
タ
ス
の
繁
忙
期

に
は
、
出
荷
に
合
わ
せ
て
早
朝
２
時

か
ら
作
業
に
取
り
か
か
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

熱
心
な
農
業
へ
の
取
り
組
み
と
そ

の
人
柄
で
、
２
年
前
か
ら
、
Ｊ
Ａ
板

野
郡
阿
波
支
店
（
土
成
支
所
）
の
女

性
部
長
と
し
て
、
農
産
品
の
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
、
商
品
の
製
造
・

販
売
を
行
う
ほ
か
、
料
理
教
室
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
「
年
齢
層
は
60
歳

代
以
上
で
気
安
い
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ

て
い
ま
す
。
今
の
時
期
は
、
焼
き
肉

の
タ
レ
を
つ
く
っ
て
お
り
、
１
瓶
７

５
０
円
。
け
っ
こ
う
評
判
な
ん
で
す

よ
」
と
カ
ラ
リ
と
笑
い
な
が
ら
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
土
井
さ
ん

の
悩
み
は
地
域
の
耕
作
放
棄
地
の
増

加
で
す
。
土
成
地
区
は
兼
業
農
家
が

多
く
て
、
離
農
さ
れ
る
方
も
多
い
よ

う
で
、
昨
年
に
実
施
し
た
初
め
て
の

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
地
域
農
業
の

現
状
を
知
り
、
担
い
手
に
集
積
す
る

重
要
性
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

阿
波
市
外
の
大
規
模
農
家
が
農
地

を
借
り
に
く
る
こ
と
も
あ
り
、
積
極

的
に
斡
旋
し
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
徳
島
県
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会
で
実
施
す
る
後
継
者
対
策

活
動
に
興
味
が
あ
り
、
積
極
的
に
参

加
し
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
最
近
は
、
農
業
に
興
味
を
も
た
な

い
女
性
が
多
い
で
す
が
、
私
は
農
業

ほ
ど
楽
し
い
仕
事
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
見
返
り

も
あ
る
し
、
苦
し
い
こ
と
の
中
に
収

穫
の
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も

興
味
を
持
っ
て
貰
え
る
よ
う
農
業
の

魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

（
笹
賀

圭
）
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融

公
庫
（日
本
公
庫
）徳
島
支
店
で
す
。

当
公
庫
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金

を
は
じ
め
、
長
期
の
農
業
向
け
制

度
資
金
を
融
資
す
る
と
と
も
に
、

経
営
に
役
立
つ
各
種
の
情
報
提
供

や
商
談
会
開
催
な
ど
を
行
い
、
農

業
者
の
皆
様
の
経
営
改
善
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
１
８
」
の
開
催

に
関
す
る
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、

「
事
業
性
評
価
融
資
」
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０

１
８
が
開
催
さ
れ
ま
す

８
月
22
・
23
日
の
２
日
間
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
・
東
４
ホ
ー
ル

（
東
京
都
江
東
区
有
明
）
で
、
当

公
庫
主
催
の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
１
８
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
は
、
国
産
農
畜
産
物
及
び

そ
の
加
工
食
品
に
限
定
し
た
商
談

会
と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
も
の

で
、
出
展
者
は
約
５
５
０
、
来
場

者
は
２
日
間
で
約
１
万
３
千
人
に

の
ぼ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

徳
島
県
で
は
県
が
出
展
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
毎
回
多
く
の
方
が
新
た
な
販

路
の
開
拓
を
目
指
し
て
出
展
し
て

い
ま
す
。
今
回
も
24
法
人
・
団
体

が
出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

販
路
の
拡
大
が
経
営
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
方
に
と
り
、
と
て
も

有
意
義
な
機
会
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
将
来
の
出
展
を
お
考
え
の
方

な
ど
ご
興
味
の
あ
る
方
に
は
、
入

場
に
必
要
な
特
別
招
待
状
を
お
渡

し
し
ま
す
。
文
末
の
問
い
合
わ
せ

先
に
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

「
事
業
性
評
価
融
資
」
に
つ
い
て

日
本
公
庫
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

担
保
や
保
証
人
に
必
要
以
上
に
依

存
す
る
こ
と
な
く
、
農
業
者
の
事

業
性
を
評
価
し
た
融
資
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
新
た
に
構
築
し
た

事
業
性
評
価
融
資
の
審
査
ス
キ
ー

ム
で
は
、
客
観
的
な
評
価
が
困
難

な
経
営
能
力
と
事
業
性
に
つ
い
て
、

①
経
営
者
能
力
（
経
営
実
績
や
今

後
の
経
営
展
開
の
実
現
可
能
性
の

根
幹
）
、
②
経
営
戦
略
（
今
後
の

経
営
展
開
の
根
幹
）
を
切
り
出
し
、

定
型
化
し
た
項
目
等
に
よ
り
手
法
・

結
果
を
見
え
る
化
し
、
積
極
的
に

評
価
し
て
融
資
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

具
体
的
な
お
手
続
き
の
流
れ
で

す
が
、
大
規
模
な
農
業
参
入
や
急

激
な
規
模
拡
大
、
新
た
な
業
種
・

作
目
の
開
始
等
の
事
業
を
行
う
借

入
希
望
者
に
は
、
事
業
性
を
評
価

す
る
た
め
、
ご
相
談
時
に
、
経
営

理
念
、
経
営
の
強
み
・
弱
み
、
目

指
す
経
営
の
姿
及
び
経
営
戦
略
を

記
入
し
た
「
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ー

ト
」
を
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
日
本
公
庫
が
行
っ
た

事
業
性
評
価
結
果
を
も
と
に
、
今

後
の
経
営
戦
略
と
戦
略
実
施
上
の

課
題
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
具

体
的
な
行
動
計
画
）
等
を
日
本
公

庫
と
一
緒
に
検
討
し
、
「
経
営
発

展
プ
ラ
ン
」
に
取
り
ま
と
め
、
借

入
申
込
書
な
ど
と
一
緒
に
日
本
公

庫
に
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
公
庫
支
店
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
１
ー
５
８

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



場           所 対  象  者

２２日 農業者年金担当者会議 徳島県ＪＡ会館８階２号室 農業委員会、ＪＡ担当者

２２日 農業機械安全使用者養成講座（出前講義） 県立農業大学校 一般農業者等

２３日 徳島県有機農産物認証協会内部監査 徳島県有機農産物認証協会事務局 有機認証協会事務局員等

３０日～３１日 全国農業委員会会長大会／実行委員会 東京都：文京シビックホール 農業委員会会長等

３０日 徳島県有機農産物認証協会理事会・総会 ホテルサンシャイン徳島 ＪＡＳ有機農業者等

　１日 徳島県農業法人協会総会 徳島グランヴィリオホテル 法人協会会員、関係者

　４日～　５日 農業新聞・全農図書西日本ブロック会議 広島市内 農業会議担当者

１１日 農業大学校就職相談会 県立農業大学校 農業大学校生

１４日 徳島県農業会議常設審議委員会、総会、理事会 徳島グランヴィリオホテル 農業会議会員、常設審議委員等

１９日 徳島県農業委員会女性協議会総会 徳島県ＪＡ会館８階特別室 女性農業委員、関係者

１９日 市町村農業委員会会長・事務局長会議 徳島県ＪＡ会館８階２号室 農業委員会会長・事務局長

２１日～２２日 農業者年金新任担当者研修会 徳島県ＪＡ会館８階２号室 農業委員会、ＪＡ新任担当者

２２日 農業労務管理研修会（出前講義） 県南部県民局阿南庁舎 ＪＡあなん管内農業者

２７日 小松島市農業委員会研修会（出前講義） 小松島市役所 小松島市農業委員

　２日 農業委員会新任職員研修会 徳島県ＪＡ会館８階２号室 農業委員会新任職員

　４日 若年者就職マッチングフェアー（出前相談会） クレメントホテル徳島 新卒等就職希望者

１３日 徳島県農業会議常設審議委員会 徳島県ＪＡ会館８階特別室 常設審議委員

１４日 日本農業技術検定 徳島県ＪＡ会館５号室 農業技術検定受験者

１５日 新・農業人フェアー 大阪市：大阪ハービスホール 新規参入希望者等

２４日 徳島県農業機械等安全推進協議会総会 徳島県ＪＡ会館別館５号会議室 会員（県関係機関、ＪＡ等）

２８日 新・農業人フェアー 東京都：東京国際フォーラム 新規参入希望者等

　３日 農業委員会職員研修会 ザ・グランドパレス徳島 農業委員会職員

１６日 徳島県農業会議常設審議委員会 徳島県ＪＡ会館８階特別室 常設審議委員

８月

７月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

５月

６月
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
発
行
す
る
農
業

総
合
専
門
紙
で
す
。
「週
刊
」の
時
間
を

生
か
し
、
情
報
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う

解
説
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
農
業
者
、
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の
「か

け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡
大
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

７
０
０
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

香酸柑橘(スダチ等)の機能性を紹介

低下カロリーでビタミンＣやクエン酸が豊富な香酸柑

橘は美容や健康面から人気の食材です。とくに本県特産

のスダチは、その豊かな香りと酸味は食欲を引き立てま

すが、酸っぱさのもとであるクエン酸は、果汁100gあた

り4.5g含まれ、その効能は疲労回復や血流改善、新陳代

謝の促進、美肌作用等が報告されています。 （Ｔ・Ｍ）

(一社)徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 FAX（088)678-5664
URL http://www.tokukaigi.or.jp
MAIL home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

改
訂
７
版

農
業
委
員
会
業
務
推
進
マ
ニ
ュ

ア
ル全

て
の
農
業
委
員
会
に
必
置
の

マ
ニ
ュ
ア
ル

農
業
委
員
会
業
務
の
バ
イ
ブ
ル

と
も
い
わ
れ
る
本
書
。
平
成
27
年

の
農
業
委
員
会
法
の
抜
本
改
正
等

を
踏
ま
え
て
、
最
新
制
度
に
対
応

し
た
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

各
種
業
務
に
関
わ
る
法
律
事
項

の
解
説
、
関
係
様
式
、
業
務
フ
ロ
ー

が
１
冊
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

様
式
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ

Ｍ
付
き
。
全
て
の
農
業
委
員
会
、

全
て
の
支
所
に
必
置
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
す
！

◇
刊
行

平
成
30
年
５
月
16
日

◇
定
価

７
２
０
０
円

◇
規
格

A4
判

４
４
１
頁

◇
コ
ー
ド

30-

03

人
事
異
動
（４
月
１
日
）

▽
新
任
・
事
務
局
長
（
県
出
向
）

村
上
公
治
（
徳
島
県
南
部
総
合

県
民
局
産
業
交
流
部
長
）

▽
新
規
採
用

嘱
託
・
山
田
真
也

臨
時
職
員
・
下
窪
里
美

２
０
１
８
年
度
版

農
業
者
年
金

-

年
金
の
仕
組
み
と
メ
リ
ッ
ト-

少
子
高
齢
時
代
を
先
取
り
し
た

農
業
者
年
金
制
度
の
魅
力
や
メ
リ
ッ

ト
、
政
策
支
援
を
受
け
る
要
件
な

ど
を
紹
介
し
た
加
入
推
進
用
の
農

業
者
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

４
ペ
ー
ジ
版
に
老
後
生
活
の
現

状
と
農
業
者
年
金
の
必
要
性
を
加

え
た
、
加
入
推
進
資
料
の
“
充
実

版
”
で
す
。

◇
刊
行

平
成
30
年
５
月
18
日

◇
定
価

90
円

◇
規
格

A4
判
・
８
頁

◇
コ
ー
ド

30-

09


